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所謂牛の「くわず」症の発病に関する調査所見

福島豊

Surveys on the Occurrence of so-called “Kuwazu" Ailment in Catt1e 

Toyokazu FUKUSHIMA 

1.緒 ー= Eヨ

吾国西半部の和牛飼育地帯の一部に，古米牛の「くわ

ず」或いは「くいやみ」と呼ばれる和牛の地域性栄養障

害が局地的に発生することは既に報告した通りである.

処が，従来この疾患の発病の実態については全く明ら

かにされていない.これは主として本文の各項において

述べるような調査上の困難性によるものであるが，各発

病地全般に亘って綜合的な調査を行う機会が全然なかっ

たことも大きな原因となっていると思われる.

幸にして筆者はこの研究に着手して以来，数回各発病

地の現地調査を行ない，各種の角度から「くわず」症の

発病状態について検討を加える機会に恵まれたので，そ

の大要を次に報告したいと思う.

TI.所謂「くわず」症の発病地域

前述の如く，この疾患の発生は極めて局地的であり，

しかも散発的であるので，外部からの認識が薄く，従っ

て文書による各府県庁に対する問い合せ程度のことでは，

到底その実態を把握することは不可能である.更らに，昨

今のようにコパルト塩による治療並びに予防法が普及し，

農家の手によって容易にこれを実施出来る段階では，こ

の疾患による被害が殆んどないので，既知の発病地帯以

外に新しい発病地帯を探求することは次第に難しくなっ

ている.

このような事情でらるから， Iくわず」症の発病地域

の悉くを明らかにするのは困難であるが，従来和牛関係

者各位から寄せられた報告に基いて調査の結果，発病地

として確認しうる地域が既に相当広範囲に立って判明し

ているのでこれを記録しておきたい.

1. 調査方法，既知の発病地について，現地調査を行

ない， *，J然とした地域性があり，現在も患畜の発生があ

って，しかもこの患畜には後述するようなコバルト砲の

経口投与に対する明らかなレスポンスが認められる場合，

これを発病地と見倣すことにした.

2. 調査結果， 上述の調査によって判明した「くわ

ず」症の発病地域は次頁の第1表の如くである.
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このように，現在までに確認された「くわず」症の発

病地域は愛知県以西の 7県下3市17郡28ヵ町村であり，

予想以上に広範囲になっているが，今後多少ともこれに

追加すべき地域がありうるものと思考される.なお，こ

の調査では発病地の部落名まで記載しているが，同一部

落内においても従来全く発病を経験していない農家も多

少は存在する.これは何れも耕地の土壌学或いは地質学

中異性によるものと考えられるのでこれについては別

報において詳述することとする.

]1.所謂「くわず」症の一般臨床所見

従来，この疾患の一般臨床所見については，獣医技vt-I
者でも発病地域内農家の知識以上のものを持っているこ

とは比較的稀であるといってもよい状態であった.

処が， その病微を確認することは， rくわず」症の本

態究明上，更らにその予防・治療法の確立上不可欠とも

思われるので，これを調査した.

1.調査方法

筆者が発病地において発見した患畜に対する自らの調

査所見及びこの疾患に経験を積んだ獣医師，家畜商，或

いは古老などから聴取した結果を綜合したものである.

2. 調査結果

その主要症状は次の如くである.

1) 食慾不振と飲思不良. これらは俗称の如く「く

わず」症の代表的な病徴であるが.食慾不振の程度，傾

向，発現時期にはかなり個体差がある.一般に初期の患

畜では多少の残食及び飲水不良がある程度であるが，病

機の進んだものでは殆んど懸絶に近い状態になる場合が

多い.この際でも僅かながら敷わらや粗飼料はロにして

いる.しかし，全ての患畜がこのような典型的な経過を

辿るとは限らず，特に若令牡牛では経過は一般に速かで

ある.

2) 異色 食慾不振に先立って，比較的早期から.

しかも多くの患畜に認められる.被毛，壁土，土壌，汚

水を砥食し，追綱を閥り.古わらを好食するが，この状

態は発病期間中常に観察される.

3) 反第減退. 食慾不振の程度がかなり進んだ患畜
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第1表所謂「くわず」症の発病地域 に発現し次第に表層性となり，重症牛では反第は停止

県名 |郡市名|町村名| 部 落 名 !備考
して，上下顎臼歯を唆み合せて，独特の異常音を発する

兵庫県|多紀郡
ようになる.

今田町 I四斗谷，荘小野原.休.場木津Iltl旧今回村 4) 嬬動不活発. 上述の食慾不振と表層性反舗に伴黒 .本 ，市原

加束郡 社町平木 旧鴨川村 なって発現するが，嬬動回数は減退し，嬬動音は極めて

氷上郡 山南町 〈阿草〕 旧久下村。 低微で短くなる.なお，個体によっては反対に嬬勤充進

西脇市 北比延町 奥畑.中畑 を来たすものがあるが，これは権病初期の患畜に少数で

神戸市 道場町 塩田 はあるが認められた.

兵庫区 有野町 唐根 5) 便秘. 採食量及び飲水量が減少するにつれて，

西宮市 iUl口町 船坂 糞は次第に秘結し，甚だしいものは鳩卯大の糞球となる.

養父郡 養父町 唐川.井ノ坪(内山〕 旧建屋村 しかし，鴎勤尤進状態にあるものは，不消化の軟便や下

朝来郡 朝来町 奥八代 旧中川村 対I便が相当期間継続するが，これまた催病初期の患畜に

神崎郡 神崎町 粟賀 旧粟賀村
限られている.

滋賀県 l滋賀郡 志賀町 北小松，南小松.北比良
6) 貧血， 可視粘膜の貧血は，発病後かなり時日が

旧小松村

南比良
旧木戸村

経過した患畜既に比報較の如的多数見受けられる.血液検査所見

島根県[叩|川本町「原
においては， く貧血，不同赤血球症，変形赤血

瑞穂町 段上原伏谷.高，下見伏谷 !日高原村
球症が認められる.また常に白血球減少症となり，淋巴

球の増加，単球の減少がみられたが.分葉型好中球と小

下朝回所， 谷中組， 小河内
原.杉

|日田所村 淋巴球の増数は比較的顕著えらった.

山田，鱒淵 旧出羽村 7) 栄養不良. 患畜は次第に病痩し，被毛は光沢を

羽須美村 雪〈国.上雪木田 旧阿須奈村 失なって湖立，換毛は遅延する.顕， ~匝幹とも皮垢が多
門前， 須田〉

飯石郡 頓原町 角井 旧志々村
く，特に顕但IJから背践にかけて鱗片状の大型皮垢が大量

鹿足郡 六日市町 上高尻，下高尻 旧七日市村 に発生する.また，腰角，坐骨，背推.飛節，球節など

広島県|山県郡 千代田町 鐸網，蔵泊，打道 旧川迫村
の骨が突出するため，この部位には燦過傷を作ることが

八重 旧八重町
多く，これに起因する円型禿髪症的な局所性脱毛が出来

壬生 旧壬生町 易い.
南方 旧南方村

豊平町 l庄原 旧都谷村
8) 発育不良， 若令牛では程病後発育は停止して府

瀬久戸保坂山.角橋.詰田.中原本，郷須，床大.畑 旧吉坂村 授するため，角と頭部，頭部と躯幹との均称は極めて不

:!i.佐郡 | 安佐町 | 東猪谷子，， ，棋中合下原， 西谷.戸時 旧鈴張村
良となり，また体巾が不足する.

旧飯、河室内村村
9) 発情微弱または休止.

上三谷 三谷 |日IJ

旧f富山村 10) 産侵虚弱. 擢患した牝牛は流産することが殆ん

高田郡|美土里町 |旧生桑村
どないが，分娩しても産墳は虚弱であって，出産後約1

旧北村 週間以内で鎚死するものが多い.また常に母畜の症状は
!日本村

分娩後急激に増悪する.旧横田村

高宮町 l l旧川根村 11) 沈衰. 重症牛は沈衰し，牛舎の一隅に集合姿勢
旧来原村

をとって件位するか，または伏臥する.
山口県|熊毛郡|熊毛町 l l旧高水村 12) 失調性歩様. 重症牛は歩行を嫌うが，強いて歩

旧三丘村

香川県i刻 11郡|同町|日下 !日五名村
行させると歩様は失調性となる.

愛知県 東賀茂郡 足助町 細小中立町摺西大，束尾，野，中永久山.木.切，山 !日阿摺村
次に，これら病徴の発現状態を明らかにするため，昭

EEI. 樫蔵 小手沢 和26年から27年までに，主として兵庫県下の各発病地に

東菜大見， 川面.~沢. 旧加茂村 おいて発見した患畜の臨床記録に基いて，これを分類し
田和 15) 
よ佐切，野林 旧感岡村 てみると第2表の如くである.また，奥村が愛知県東加

松旭稲平武村村町
西長沢，二口 茂及び北設楽郡下において調査した成績を参考までに併
池島.杉本
稲武 記する.

注( 〉内は部落内の極く一部のみ発病 かように，この疾患においては，食慾不振を始めとす
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第2表各症状の発現状態

臨床上認められた症状 |発生頭数|奥村(郎防

1) 食慾不振及び飲思不良
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る一連の消化器症状並びに貧血，栄養不良などの全身症

状は顕著であるが，これらの症状芹のみでは，たとえ発

病地域内において発病した患畜でも的確な類症鑑別をす

ることは不可能である.従って，筆者らはこれら症状群

の確認に加えて，コバルト塩の経口的な負荷を行ない，

その反応(コバルト・レスポンス)の有無を確かめ，レ

スポンスのあるものを「くわず」症と判定している.因

みに，これはコバルト塩水溶液を経口的に投与し， (毎日

コバルト10-15mgを投与する)， その反応を判定する方

法であるが rくわず」症患畜では投与後5-7日以内で
極めて劇的なレスポンスがあり，頭固な食慾不振，欽思

不良がまず回復する.その後コバルトの投与を継続すれ

ば，各種の全身症状も次第に治癒するからその判定は

極めて容易である.

なお，これらの臨床所見は諸外国において，従来報告

された反郷動物のコバルト欠乏症のそれと全く同一でゐ

仇しかも判然とした地域性や顕著なコバルト・レスポ

ンスがある事実などもこれまた軌をーにしているから，

牛の所謂「くわず」症は臨床的には反須動物のコバルト

欠乏症と同定すべき疾患であると思考されるのである.

百.所謂「くわずJ症の発病状態

「くわず」症の発病状態(年間発病頭数，発病時期，性

別・年令別発病頭数など)を明らかにすることは，何れ

の発病地においても従来全く不可能でおつだ.とれは発

病地の農家にはこの疾患の地域性のあることや，不顕性

発病状態或は初期症状などが，経験によってよく認識さ

れているので，患畜の早期発見による転売や，一年程度

の飼育による交換などが励行されており，余程の貧農，

多忙な兼業農，または牛に無関心な農家以外には典型的

な病徴を発現するまで，牛を継続して飼育するものは稀

であるからである.また，たとえ発病しても，農家は牛

価の下落を怖れて，努めてこれを陰蔽して有刺に牛を処

分することを考えるから，その実態を把握するのは，極

めて困難なものになっている.

更に，最近では，コバルト化合物を配合したカルシウ

ム刻や固型塩などの普及に伴って，どの発病地において

も患畜の所在を知ることが更に難しくなっているが，こ

の習慣は今後益々普及されるであろうから，恐らく将来

ともこの問題の究明は不可能であろう.

しかしながら，極く短期間ではあるが，数カ所の発病

地において，比較的正確にその実態を察知出来た時代が

ある.これは昭和26年8月から昭和28年3月までのこと

で為って，ょうやく発病地においてコバルト塩による治

療効果が高く評価され，患畜に対するコパルト塩の投薬

の要望が続出し始めた時代である.以下この期間におい

て得られた各種の調査成績を紹介する.

A'.所謂「くわず」症の年間発病頭数

1. 調査方法

兵庫県下における調査方法: 濃厚塩化コパルト水溶

液(塩化コバルト 36.3gを水 11に溶解したものであ

って，原液と称する)を調製し，各発病地担当の畜産関

係技術者に夫々保管を願い，投薬(コバルト稀釈液-1

頭1日当りコパルト 5-35mgを含有するよう原液から

調製する)は患畜所有者以外にはコパルト製剤が流れぬ

よう厳重に注意して，これら各位が直接実施し，コバル

ト・レスポンスを確かめ，レスポンスのある患畜のみを

「くわず」症と判定して年間発病頭数を算出した.

なお，多紀郡今田町，氷上郡山南町については同様に

して筆者が調査を行った.

調査期聞は多紀郡今田町については昭和2.6年8月より，

その他の地域は昭和27年 4月より 1カ年間である.

島根県下における調査方法:島根県鹿足家畜保健衛生

所に塩化コパルトを送附し，原液の調製を願い，兵庫県

下における調査法と同様にして発病頭数を明らかにした.

調査期間は昭和26年10月より半年である.

2. 調査結果並びに考察

兵庫・島根両県下の一部発病地における「くわず」症

年間発病頭数は次買の第3表の如くである.
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この調査期間は僅かに1カ年聞に過ぎないが，農家の 第4表所開「くわずJ症の月別.年令別，性別発病頭数

コバルト塩に対する期待が強く，従って発病初期の患畜

も相当数発見されているので，ほぼ正確に発病の実態を

察知出来たと思う.しかしながら，これ以外に不顕性発

病状態にあるまま交換などによって発病地域外に転売さ

れた牛も多少はあるものと考えられる.

この結果によれば，どの発病地においても年間延飼育

頭数の約2割前後が発病しているが，その他の発病地に

おける発病率も大体同程度であろう.更に発病率は当該

地方の和牛飼育状態によって臭なり，一般に比較的長期

間同一の牛を飼育する習慣のある生産地帯では発病の機

会が多く，牛の回転の早い育成或は肥育地帯では多少低

率となっている.

B. 所官官「くわず」症の発病時期

1. 調査方法. この疾患には独特の不顕性発用状態

がゐり，しかもこれがかなり長期間継続してから徐々に

食慾が不振となるのであるから.外部のものは勿論，当

の畜主さえも確実な発病時期を捉えるのは困難である.

そこで.一応残食が継続的に認められ出した時期を以

て発病期とみなすこととし，前項の調査対象患畜の所有

者(兵庫県多紀郡今田町，氷上郡山南町阿草，養父部養

父町唐川・井ノ坪}について聴取り調査を行なった.

2. 調査結果並びに考察

この結果を発病の月別並びに患畜の年令及び性別にー

括表示すれば第4表の如くである.

この表によって明らかなように「くわずJ症の発病は

9月を除いて周年に亘っている.就中2月から5月にか

けて発病するものが多いが，この期間は冬飼い期とこれ

に引続〈青草給与期の初期とに相当し，冬期間の稲わら

を主体とした給与法に問題のあることを示唆している.

ー般にこの期聞には年令の進んだ屑に発病が多いが，

その内6頭は養父郡下の牝牛であって，妊娠しなかった

1頭を除き何れも分娩後症状は増悪している.また同様

に若令牛.特に2才牡牛の発病も多いが，これについて

年靖容、毎 ~12H4 516 9¥10¥11¥12 計

s 211 212 1 8 

2 才 !' 一 9 

平 1 

8 112 211 1 

3 才 z 1 2 

1 

一

4 才 1 5 6 

1 

一

5 才 1 2 6 10 

112 11 4 

1 4 8 

平 11 1111 11 4 

計日雨l州市¥3¥吊F.12¥ 4~ 
注，発病地別内訳ー養父郡養父町唐川・井ノ:坪:~ 8頭，
氷上郡山南町阿草.? 2顕. i!i 1頭，
多紀郡今回町:平 3頭..(16頭. 614頭，

は次の項において改めて検討することにする.

更らに，一考を要するのは農繁期との関係であって，一

般に農繁期中及び後に発病が多いといわれている.この

調査対象地では春期は5-6月，秋期は10-11が農繁期

であるが，多紀郡今田町では煙草跡作の水稲晩期裁培が

かなり普及しているので. 7月にも労働のピークが出来

ている.この春秋農繁期における発病頭数をその他の時

期と比較すると明らかに多く，労役が「くわず」症の発

第 3表 所謂「くわず」症の年間発病頭数

発病:地;ー域名 了|言語長
兵庫県多紀郡合田町 〈四斗谷，小野原，休場，黒石，木tt.市原，木津)I 286 

養父郡養父町 (唐)11;井y坪) ~ 

氷上郡山南町 〈阿草の一部〉

神戸市兵庫区道場町 (塩田〉

有野町 (唐極)

島根県鹿足郡六日市町 C上高尻・下高尻〉

注 ( • )内は部落名を示す.

発病頭数| 備 考
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病に何らかの好ましくない感作を及ぼしているようにも

考えられる.次に春秋雨期における発病頭数を比較する

と， 5月から8月までの発病頭数は10月及び11月よりも

断然その数が多くなっている.これは春秋農繁期におけ

る労役時間或は作業内容などの相違も原因として考えね

ばならぬが，春期には冬飼い期以後の不顕性発病状態に

~る牛が，代騒きその他の重労役に長時間酷使されるこ

とが多<，これが春期に発病の多い最大の原因ではない

かと想像されるのである.佐橋，岩本によれば，牛を労

役に使用すれば，血中のピタミン B1及びBuの消費は

極度となり，大赤血球性貧血となるので，労役は「くわ

ず」症発病の誘取なるといわれている.しかし，筆者

らの実験や上坂らの報告でもこのような事実は認められ

ていない CANNON は人体が極度の疲労状態にある

場合に食慾が消失する事実を，消化管の機能が衰えて各

種の刺戟に応じえなくなった状態と解釈している.牛に

おいても過度の労役によって食慾不振を招来することは

稀ではないから，不顕性発病状態にあるものが重労役に

よって一挙に食慾不振に陥いる可能性は充分あり，発病

要因としての過度の労役は決して等問視しえないものが

あると思う.

C，所謂「くわず」症の年令別・性別発病頭数

1.調査方法
L 

lIIi項A及びBの調査と同時に行なったものである.

この際，年令は債登記証明書，塗録証明書などによっ

て生年月日の明らかなもの以外は.換歯状態によって鑑

定した.従って，一応すべての年令は数え年によって表

わしている.

2. 調査結果並びに考察

調査の結果は前頁の第4表の如くでらる.

まず年令別に検討すると 4才牛の発病が若干少なく，

3才以下及び5才牛が多くなっているが，とれは本質的

なものでなく，恐らく調査地域の和牛飼育形態によるも

のと考えられる.すなわち，発病総頭数の最も多い多紀

郡今回町は，背から特産の高野豆腐粕を多給し，若令牡

牛の短期肥育を行なっていた地方であるので，一般に若

令層に発病が多い.また，養父郡養父町は古くからの繁

殖地帯であって，この調査地域では発病地域外で育成さ

れ，数回分娩した成牝牛で妊娠中のものを所謂「中入

れ」と称して導入する習慣があるので，比較的高年令の

牛に発病が多くなっている.従って，その中間の 4才に

相当する牛が調査地域内には割合に少なく，これが年令

的な断層を生ずる原因であるように考えられるのであ

る.

以上のような事情により，このように飼育形態別の調
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査頭数が異なり，比較的狭い範囲の調査では判然とした

結論は出せないが，一応「くわず」症の発病には年令的

素因は殆んどなく，あらゆる年令屑に等しく発病するも

のと考えてよかろう.

次に性73IJに発病頭数を分類すると，牡牛では 2-3才

に限って発病し.牝牛では5才以上，去勢牛はその中間

の4-5才が多くなっている.であるから，これも調査

地域の和牛飼育形態が大きく影響しているようである.

前述のように，若令牡牛の発病が圧倒的に多い多紀郡

今回町では，秋期に但馬地方から購入された牡績が.総

1年間育成された後，短期肥育されて出荷されるので，

牡牛の飼育は3才まででらるから.発病も 3才までに集

中している.更に養父郡養父町では前述のような習慣が

あるので成牝牛に発病が限局されている.去勢牛では，

丹波地方は従来壮令去勢牛を喜ぶ傾向が強しそのため.

これがそのまま発病頭数に反映している.

従って.発病に対する性的素因は特に認め難いように

思われるのである.

最後に，年令別・性別発病頭数と発病時期との関係を

検討すると，興味深いことは2才牡牛の発病が2-5月

に多少偏在しているよ5にみえることである.これら 6
頭は何れも多紀郡今回町において発見された患畜であっ

て，裏告によればその内5頭は養父郡!日建屋村内の発病

地及び近接部落において，前年2-5月に生産され， 11

月に発病地に導入された牡債である.この患畜では導入

後3-6カ月で発病している訳であるが，ー般に発病

地並びにその附近において生産された積牛を，発病地

に導入した場合には比較的短期間内に発病する傾向が強

いようである.なお，その原因としては別途報告したよ

うに，この疾患の発病には飼料中のコバルト合有量の多

少が大いに影響すると思われるので，発病地並びにその

隣接地で生産された債牛には体内，特に肝臓中コパルト

の蓄積が少なし更にこれが発病地に導入されて低コバ

ルト合有飼料によって継続して飼育されるのであるから，

短時日で発病するものと想像されるが，との関係につい

てはまだ適確な資料をえていない.

v.要約

牛の所謂「くわず」症の発病の実態を究明すべし兵

庫他6県の「くわず」症発病地帯について調査を行ない，

次のような調査所見をえた.

1. 古来「くわず」症の発病地として知られている地

域について現地調査を行ない，中]然とした地域性があり，

現在も患畜の発生があって，しかもこの患畜にはコパル

ト塩の経口投与が極めて効果がある場合， これを発病
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地と見倣すこととした処，愛知，滋賀，兵庫，島根，広

島，山口，香川各県下 3市17郡28カ町村において発病

することが判明した

2. 発病地域内で発見した患畜に対する調査及び当該

地域内の獣医師その他について聴取り調査を行ない， rく
わずJ症の一般臨床所見を明らかにした.すなわち，そ

の主な病微は食慾不振と飲思不良，異噌，反匁減退，時

動不活発，便秘，貧血，栄養不良，発育不良，発情微弱

または停止，産積虚弱，沈衰，失調性歩様である.

なお，患畜にはすべてコバルト・レスポンスが認めら

れる.

3. 兵庫並びに島根県下の発病地の一部について，コ

バルト塩投与により類症鑑別をしながら「くわず」症の

年開発病頭数を調査し，発病地域内の年間延飼育頭数の

約2割前後が発病することを知った.

4. 兵庫県下の発病地において， rくわず」症の発病
時期及び年令別・性別発病頭数を検索したが，発病は週

年に豆り，一般に 2~5 月に多く，年令的，性的素因は

特にないようである.

以上のような調査結果からして，牛の所謂「くわず」

症は従来諸外国において報告されている反須動物のコバ

ルト欠乏症と極めてよく符合することが確認された.

この調査は京都大学上坂教授，大阪府立大学橋爪教授

の御懇篤なる御指導を戴いて実施したものであり，各種

現地調査に当つては兵庫県養父郡畜連奥藤技師，同郡建

屋農協村上技師，同県有馬郡畜連竹内技師，神戸市役所

小池技師，島根県真野前技師，船越技師，広島県吉本技

師より御協力を戴いた.ここに特記Lて深甚なる謝意を
表する次第である.なお本調査の一部は文部省科学研究

費により実施したものである.
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Resume 

An endemic nutritional ai1ment of Japanese 

cattle col1oquial1y known as “Kuwazu or Kuiyami" 

has been recognized in western part of Japan for 

many years. In this paper， surveys on the occur-

rence of“Kuwazu" ai1ment have been reported. 

The affected areas are distributed in Hyogo， 

Shimane， Yamaguchi， Hiroshima， Kagawa， Shiga 

and Aichi prefecture in Japan. 

The symptoms of the ai1ment are wel1 defined 

and consisted of progressive debility， anorexia， de-

praved appetite， general emaciation and pica. The 

hair have a rough， hard dry appearanc巴 andthe 

animals do not shed hair until lat巴 inseason. The 

visible membranes. are pale. Cows drop calves in 

an almost normal manner but calves dwindle and 

die in one w巴巴k. Aft巴rcalving the condidition of 

cows decline very rapidly. 

This ai1ment seems to be prevalent in catt1e 

of al1 ages， and both sexes ar巴 a妊ected.In addition， 

the ailment has occurred almost whole year， but 

is remarkable during rate spring. 
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Chemical analysis on soil and feed stuff have 

been done， this ailment is determined cobalt de-

ficiency， and cobalt supplem巴nthas b巴en made 

popular in affected areas. 




